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北海道がん診療連携協議会版

ロジックモデル（暫定版）を読み解く



① 読み解いてみた

② 得られたこと

③ 今後への期待と要望

○ 参考記事：最新のがんデータ

1．本日のコメント内容



2．読み解いてみた

【背景】
北海道がん診療連携協議会が、がん対策の作成、課題抽出、進捗評価、

改善などに役立つツール「ロジックモデル（暫定版）と指標のデータ
セット」を作成した。沖縄県協議会版のモデルと指標を基にし、指標に
北海道のデータを収集し付記した。
本日2月13日の協議会会合で承認を受けて、活用を始める。

【目的】
沖縄県で作られたロジックモデルと指標が、異なる地域の北海道も有

効か、確かめる。
北海道協議版のロジックモデル（暫定版）と指標のセットの改善点を、

明らかにする。

【意義】
北海道でロジックモデルと指標を活用したがん対策が進み、がん対

策の均てん化につながる。ひいては、がんで命を落とさない、がんに
なっても安心して暮らせる北海道の実現に資する。



2．読み解いてみた（続き）

【方法】
北海道携協議会が、ロジックモデル（暫定

版）を右から左へと読み、指標の北海道の
データの値が全国値に比べ、よい（○）、同
じ（△）、悪い（×）か点検し、北海道の地
域診断がどの程度可能か、調べた＝写真＝。

この作業しながら以下も大まかに点検した。

・各アウトカムは妥当か、過不足ないか、表現は適切か。
アウトカム間に論理的なつながり（整合性）はあるか。
・各アウトカムの指標は妥当か、過不足ないか、表現は
適切か。
・施策は妥当か、中間アウトカムと論理的なつながりは
あるか、過不足ないか、表現は適切か。
・施策の指標は妥当か、過不足ないか。



3．得られたこと

【結果】
沖縄県協議会版のでロジックモデルと指標を基にした北海道協議会版

で北海道の簡易的な地域診断をすることができた。沖縄県協議会版は他
の地域でも有効なことが示唆された。
北海道協議版のロジックモデルと指標のセットは、空白の指標データ

の探索や開発など改善の余地が数多くあることが分かった。裏を返せば、
もっと質が高いロジックモデルと指標のセットになる可能性がある。



3．得られたこと（続き1）

●簡易的な地域診断、私が読み取った3分野の例

●検診
検診対象の5つのがんのうち、北海道の死亡率は胃（女性）、大腸（男女）、女性乳房が増加している。

「正しい検診」がほぼ行われているが、「正しく行われている」とは決して言えない。精検受診率や未
受診率、未把握率などの改善が求められる。「多くの人が受けている」とは言えない。受診率は5がんと
も全国低レベル。検診を実施する市町村や検診機関と連携した施策の充実と実行が求められる。

●緩和・支持療法
緩和医療では、心身の苦痛で困っている人が全国より少ない。支援体制が十分と感じている患者は全

国より多いが、わずか4割にすぎない。自分らしい日常生活を送れているという患者の割合が減少してい
るのが気になる。緩和医療の質は全国よりも向上しているように見えるが、施策の指標が専門スタッフ
の数しかない。これだけでは診断が難しい。
在宅医療は、希望患者の在宅への移行は全国に比べ十分とは言えないようだ。専門スタッフが全て全

国平均以下、専門施設も多くは全国より少ないなど課題があるようだ。自宅へ帰る患者に加え、施設に
身を寄せる患者の実態も調べる必要があるのではないか。

●共生
相談支援の場が十分あると考える患者、病気や療養生活について相談できた患者は、ともに全国に比

べ少ない。費用の問題で治療変更・断念した患者も全国より多い。解決しなければならない問題がある。
相談支援では、ピアサポーターによる支援は全国以上にあるが、医療者・医療施設が提供する支援が

全国よりも少ない。相談支援の人材が少なく育成と配置が課題である。
就労支援や治療と仕事の両立支援に関しては、職場側の取り組みは進んでいるのに対し、医療機関側

の支援策が十分でない可能性がある。充実が必要と考えるが施策の指標がなく診断できない。
アピアランスケアも全国に比べ不十分。疎外感を受けている患者も少なくない。取り組むが必要だ。



3．得られたこと（続き2）

●北海道暫定版の改善が必要と私が感じた点（順不同、6点）

①北海道の指標のデータ値の空白な多い。データ値が一つもないアウト
カムや施策もある。データを探す、開発する必要がある

●関係者に尋ねればデータが入手できる可能性がある指標もありぞう。要問い合わせを。
例：がんゲノム医療 中間アウトカム3-1

「パネル検査を受け推奨薬剤を投与された人の割合」
妊孕性温存療法 施策5-2、5-3

道実施の研究促進事業（費用助成）の受給者数は指標になり得る
就労支援 施策5-2

「長期療養者就職支援事業を活用した就職者数」
就労支援 施策5-3

「産業保健総合支援センターで扱った件数」 など
●医療者調査や医療施設調査の実施も要検討、国の動向をにらみながら
●国や先進他県（奈良県、愛媛県、秋田大学版など）のロジックモデルも参考になる

②最終アウトカムを掲げることも検討してほしい

●予防分野 分野アウトカム「死亡率の減少」は最終アウトカム。この分野の分野アウ
トカムは「罹患率の減少」。黒矢印の意味が不明。検診分野も同様の構図。

●表は大きくなるが各分野の最終アウトカム（北極星）を掲げることは大切だと考える

②



3．得られたこと（続き3）

③中間アウトカムと施策の指標が同一なものがある

●予防 中間アウトカム1-1、2-1、3-1
●検診 中間アウトカム1-1 など

④指標データは常に最新のものを採り入れる

例：がん生存率 2016年全国がん登録生存率報告
がん罹患率 2023年全国がん登録罹患数・率集計

⑤指標データの比較には十分に注意を

●集計方法が異なる
例：個別のがん対策 分野アウトカムの参考データ、中間アウトカム2-1、4-1など

5年生存率の09～11年は「相対生存率」、12～15年は「純生存率」。よって
「生存率の改善度」は分からない

●人口比のデータが欠如
例 予防 施策4-3

②



3．得られたこと（続き4）

⑥北海道に必要な分野や指標などの追加検討を、沖縄版を北海道バー
ジョンに変えねばならない部分がある

●沖縄固有の分野や指標が残っている、北海道に必要な分野や指標の検討を
例 個別のがん対策 「離島・へき地」

予防 分野アウトカム 指標1-1、1-2の中の「成人T細胞白血病リンパ腫」

●医療提供体制で頻出する「施設(がん診療を行う医療施設）」。北海道ではその範囲を
をどう定義するか。「拠点病院＋指定病院」ｏｒ「拠点病院＋指定病院＋α」？

●細かな指摘だが、「沖縄県」「県」「県民」「琉球大学病院または県立こど医療セン
ター」「県拠点病院」の言葉がまだ残っているカ所が散見される、変更を
例：医療提供体制全般 施策1-1

小児がん 中間アウトカム3-1
共生 施策1-4、2-1、2-2、6-3
検診 施策2-2、2-3、2-4 など

このほか、個別の分野における検討や提案は、別紙でお伝えします



4．今後への期待と要望

【考察と提案】4点

①暫定版を成案に
協議会の各専門部会で所掌するロジックモデルと指標を改善し成案

にしていただきたい。国より先進県のロジックモデルと指標が参考に
なるかも。「いいとこ取りを」。熟議する際には、ぜひとも患者・当
事者や行政担当者を交えて多角的な視点から検討してほしい

②毎年評価し、改善への取り組みを
協議会と各専門部会はロジックモデル等を用いた北海道のがん対策

の毎年診断・評価し、課題を見つけ優先順位を付け、その改善に取り
組んでいただきたい。

③予防、検診分野は北海道などと連携して
協議会所掌外の上記2分野は、北海道、北海道がん対策推進委員会、

北海道がん患者連絡会などと連携し、成案づくりや課題改善などに取
り組んでいただきたい



4．今後への期待と要望（続き）

④北海道の計画にロジックモデル導入の働きかけを
協議会は、ロジックモデルを活用していない「北海道がん対策推進

計画」に協議会版を参考にロジックモデルを導入することを、北海道
や北海道がん対策推進委員会に働きかけ、実現させていただきたい

ロジックモデルがようやく津軽海峡を越えた
 やっとスタート地点に立てた

 ロジックモデルは魔法の杖ではありません
ひとつの有用なツールです

   それを生かせるかは私たち次第です
     力を合わせて、がん対策の先進地域を目指しましょう

（これ以降は、参考記事です）



参考記事① 北海道の最新のがん死亡率

出典：がん情報サービス、2024年人口動態統計
 北海道新聞2025年12月11日



参考記事② 北海道の最新のがん罹患率

出典：

出典：2022年、23
年全国がん登録罹患
数・率報告

北海道新聞
2026年1月23日



参考記事③ 北海道の最新のがん5年生存率 1

出典：全国がん罹
患モニタリング集
計2012～15年生
存率報告

北海道新聞
2025年11月19日



参考記事④ 北海道の最新のがん5年生存率 2

出典：2016年全国
がん登録報告

北海道新聞
2026年2月10日



参考記事⑤ 北海道の最新のがん検診受診率

出典：2022年国民生活基礎調査
  北海道新聞2026年2月1日



参考記事⑥ 記者の視点「重点的な対策を」
wo」を」

北海道新聞2025年6月●日
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